
（8）令和元年（２０１9年）１０月３０日 No.214町田市議会だより

この広報紙は、１０８，９２６部作成し、１部当たりの単価は １３円です。（職員人件費を含みます。）

　目の不自由な方のために、点字と声
（カセットテープ版、デイジー版）の
「町田市議会だより」を発行しています。
ご希望の方は、議
会事務局調査法
制係（☎０４２－７２４
－４０４９）までお申
し込みください。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下

型
地
震
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
を
よ
り
一
層

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在

で
あ
る
消
防
団
の
存
在
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
消
防
少
年
団
が
ス
イ

ス
連
邦
で
開
催
さ
れ
た
消
防
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
消
防
団
が

都
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
る
な
ど
、
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。

　

一
方
で
消
防
団
員
の
減
少
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
団
員
の
安
定
的
な
確
保

と
現
団
員
の
志
気
高
揚
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
活
躍
を
団
員
募
集
時
の

み
な
ら
ず
、
広
く
周
知
、
広
報
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

町
田
市
長
宛
て

　

近
年
、
高
齢
運
転
者
の
死
亡
事

故
の
割
合
は
高
ま
っ
て
お
り
、
国

は
７５
歳
以
上
の
免
許
保
持
者
に
免

許
更
新
時
等
の
認
知
機
能
検
査
を

義
務
付
け
た
が
、
さ
ら
な
る
高
齢

運
転
者
の
安
全
対
策
及
び
安
全
運

転
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
①
自
動
ブ
レ
ー
キ
や

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
の
急
加
速

を
防
ぐ「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
」

や
「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速

抑
制
装
置
」
の
普
及
加
速
と
購
入

支
援
策
の
検
討
②
「
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
」
に
限
定
し
た
免
許
の

創
設
や
走
行
場
所
や
時
間
帯
な
ど

を
制
限
し
た
運
転
免
許
の
導
入
検

討
③
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢

者
に
公
共
交
通
機
関
の
割
引
制
度

な
ど
の
支
援
、
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
地
域
と
共
生
す

る
形
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
更
に
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向

け
た
取
り
組
み
を
次
の
通
り
要
望

す
る
。
①
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
り
、
地

域
住
民
と
の
関
係
構
築
の
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

②
災
害
時
に
斜
面
崩
落
を
誘
発
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
斜
面
設
置
に
係
る
技
術

基
準
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う
こ

と
。
③
発
電
事
業
終
了
後
の
設
備

撤
去
及
び
処
分
が
確
実
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
必
要
な
仕
組
み
の
確

立
を
進
め
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、

市
長
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長
か

ら
処
理
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

南
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

町
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
利

用
は
、
昭
和
４９
年
に
民
有
地
を
活

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
広
場
利
用
開
始

を
契
機
に
、
未
利
用
の
市
有
地
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
利
用
を
推
進
し
て

き
た
結
果
、
市
内
全
域
に
普
及
・

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
将

来
の
人
口
増
を
想
定
し
て
市
が
確

保
し
た
学
校
予
定
地
は
、
学
校
建

設
の
計
画
が
な
い
ま
ま
約
４０
年
が

経
過
し
、
そ
の
間
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
利
用
開
始
か
ら
長
年
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
台
風

に
よ
る
ネ
ッ
ト
の
破
損
や
近
隣
へ

の
砂
塵
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
志
向

か
ら
個
人
ス
ポ
ー
ツ
志
向
へ
と
変

化
す
る
な
ど
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
、
ス
ポ
ー
ツ

広
場
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
早
急
に
公
の

施
設
と
し
て
整
備
し
、
利
用
者
の

安
全
と
近
隣
の
良
好
な
住
環
境
を

確
保
し
た
う
え
で
、
幅
広
く
市
民

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
請
願
項
目

１
に
つ
い
て
は
、
「
町
田
市
５
ヵ

年
計
画
１７
―
２１
」
の
重
点
計
画
と

位
置
づ
け
、
２
０
１
９
年
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
「
町
田
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
（
１９
―
２８
）」
に
お

い
て
も
、
基
本
目
標
の
一
つ
と
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
」
を

掲
げ
て
お
り
、
市
の
計
画
と
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、
西

田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
代
替
地
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
境
川

金
森
調
節
池
建
設
工
事
の
事
業
主

体
で
あ
る
、
東
京
都
が
探
し
て
お

り
、
市
も
都
へ
の
情
報
提
供
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
鶴
間
公
園
、

成
瀬
鞍
掛
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
学
・
企
業
連
携
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
団
体
が

所
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
、
市

民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
事

業
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

請
願
項
目
３
に
つ
い
て
は
、
先

に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
老
朽
化
に
伴
う
、
利
用

者
の
安
全
、
周
辺
住
環
境
へ
の
配

慮
等
を
考
慮
し
、
整
備
計
画
に
基

づ
き
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
定
ど
お
り
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

小
学
校
中
学
校
の
熱
中
症
対

策
強
化
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

請
願
項
目
１
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
中
学
校
１８
校
、
小
学

校
７
校
で
体
育
館
空
調
の
設
置
に

向
け
た
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

学
校
ご
と
に
立
地
条
件
や
施
設
構

造
が
異
な
る
た
め
、
学
校
で
即
座

に
で
き
る
こ
と
と
教
育
委
員
会
が

計
画
的
に
全
校
に
す
べ
き
こ
と
を

分
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

請
願
項
目
２
に
つ
い
て

　

毎
年
度
、
教
員
を
対
象
と
し
た

熱
中
症
予
防
対
応
研
修
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
次
年
度
は
、
こ
の

研
修
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
が
可
能
と

　

台
風
１５
号
に
よ
り
、
大
島
町
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

町
田
市
議
会
よ
り
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
１８
日
に
町
田
市
議
会
議
員

一
同
は
、
災
害
見
舞
金
と
し
て
、

１８
万
円
を
大
島
町
議
会
議
長
宛
に

送
金
し
ま
し
た
。

　

台
風
１９
号
に
よ
り
、
全
国
各
地

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

町
田
市
議
会
よ
り
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
１９
号
に
伴
う
町
田
市
の
被

害
に
対
し
、
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
全
国
市
議

会
議
長
会
か
ら
町
田
市
議
会
に
対

し
見
舞
金
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
３０
年
度
の
会
派
別
収
支

は
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
７
月
３１
日
に
相
模
原
市
に
お
い

て
、
平
成
１３
年
度
よ
り
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
、
町
田
、
相
模
原
両

市
の
議
員
に
よ
る
議
員
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
講
座
研
修
及

び
広
い
セ
ン
タ
ー
内
で
の
各
種
商

品
テ
ス
ト
等
の
様
子
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
相
模
原
市
立
博
物
館
で

は
、
博
物
館
の
概
要
を
お
聞
き
し

た
後
、
館
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

請
願
の

処
理
経
過
及
び

結
果
報
告

台
風
１５
号
被
害（
大
島
町
）

に
対
す
る
災
害
見
舞
金

台
風
１９
号
被
害
に
対
す
る

見
舞
金

消
防
団
員
の
安
定
的
な
確
保

と
志
気
高
揚
の
た
め
の
周
知

活
動
に
関
す
る
決
議

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書

太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入

に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用

を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
２
件
、
決

議
１
件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
る
よ
う
研
修
会
場
を
見
直
し
ご

案
内
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
し

た
熱
中
症
の
講
習
会
等
の
案
内
が

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
し
た
ら
、

学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
熱
中
症
対
策
の

講
習
会
等
の
開
催
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
実

施
し
た
い
場
合
に
は
、
教
育
委
員

会
が
関
係
部
署
に
つ
な
い
で
ま
い

り
ま
す
。

請
願
項
目
３
に
つ
い
て

　

各
学
校
の
テ
ン
ト
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
や
近
隣
の
町
内

会
、
自
治
会
等
か
ら
の
借
用
や
テ

ン
ト
の
保
管
場
所
や
使
用
頻
度
に

つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
テ
ン
ト
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

議
員
交
流
会
を
通
し
、
両
地
域

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
議

員
相
互
の
情
報
交
換
と
と
も
に
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

相
模
原
市
議
会
議
員
と

議
員
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
３０
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

平成３０年度政務活動費会派別収支報告一覧表（平成３０年４月～平成３１年３月）
（単位：円）

会派名 自由民主党 公明党 まちだ市民
クラブ 保守の会 日本共産党

諸派
（新井よしなお
、矢口まゆ）

諸派
（友井和彦）

所属議員数 １２人 ６人 ６人 ５人 ４人 ２人 １人
交付月数 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分

※収入額（交付額） ８，６４０，０００ ４，３２０，０００ ４，３２０，０００ ３，６００，０００ ２，８８０，０００ １，４４０，０００ ７２０，０００

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
調査活動費 ２，２８４，８０２ １，９０８，１３８ １，２８１，９６３ １，００１，４３６ ３６１，６６０ １５９，８９９ ２６９，３０８
研修・研究・
会議費 ４８，５００ ４０，６０８ １６１，４６０ ４，０００ ０ ２０５，５００ ０

資料作成費 ５，９３２ ０ ０ ０ ０ ０ ９６４
資料購入費 ８２８，０２５ ５９４，７５８ ３１４，７４３ ２０２，４１７ １１３，６９０ ２５２，７６４ ９４，１９８
広報費 ５，１９５，１７０ ２４３，３１０ １，５３５，０３１ １，０１８，３６６ １，９８９，９００ ３３５，９３１ ６８，５００

通信運搬費 ４６９，４８５ １，０３３，４２８ ９８８，２２９ ７１６，４６４ ０ ２８７，８５３ ２３０，９２８
事務費 ６２１，０３６ ４８６，２４９ ２４７，７１６ ８３１，３３６ ５１７，９７５ ２２３，５４３ ２６５，０２３
合計 ９，４５２，９５０ ４，３０６，４９１ ４，５２９，１４２ ３，７７４，０１９ ２，９８３，２２５ １，４６５，４９０ ９２８，９２１

残余金（返還額） ０ １３，５０９ ０ ０ ０ ０ ０
※収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて得た金額の月数分です。

町田市議会の会議録
　町田市議会のホームページ、
市庁舎3階の議会図書室又はお
近くの図書館でご覧いただくこ
とができます。
（本定例会の会議録は、１１月
末に完成予定です。）
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